
ー一
山
｜
1
切
断
脅

J

一
年
前
）
の
暮
、
晦
日
の
深
夜
、
白
衣
の

一
見
る
に
忍
び
ず
、
如
来
の
本
尊
を
温
田
の

戸
細
切

F
d
神
人
、
山
崎
村
学
羽
入
の
岱
民
武
左
エ
門
石
に
遣
し
供
挫
し
請
人
の
病
苦
を
教
え
よ

ldu；
幽

寸

の

枕
上
に
た
L
せ
ら
れ
、
布
施
谷
の
混
泉

一
と
神
託
あ
り
け
れ
ば
、
上
人
教
の
如
〈
尋

一校

仇
ソ

ぐ
－
己

を
、
温
聞
の
辺
に
移
し
た
れ
ば
汝
速
か
に
一
ね
見
る
に
温
泉
の
湧
出
の
み
な
ら
ず、

傍

’f徹
也

F

J

J

之
を
世
人
に
告
げ
、
踏
の
病
悩
を
救
う
ベ

一
の
巌
上
に
薬
師
尊
像
立
た
せ
給
い
。
光
明

訓
ぬ

ホ
f

し
と
、
憩
に
お
諭
し
に
な
り
艇
の
知
〈
消

一
師
寺
、湯
元
を
附
し
給
う
。
（
下
略
）

同
ば
融
制，

m，
え
給
号
。
武
左
エ
門
、
捗
ざ
め
て
不
思
鶴

一
と
閲
さ
れ
て
い
る
。

圃

柳
川h

凶，r
Z

に
峨
え
ず
、

元
利
三
年
m
MM
V
の
教
に
し

ニ

開
閉
仇
剛

警

T

O

O

O

圃
胃
眠
弘
司
吋
j

が
っ
て
沼
田
に
赴
き
た
る
に
来
し
て
躍
米

ー略
園
町

r
Jすも
の
湧
き
出
る
を
認
め
た
り
。

（
中
略
〉

一

今
日
、
空
数
一

0
0、
政
容
人
口
六

O

国一
r
h
f
J

そ
の
後
十
年
を
艇
で
究
永
三
年
九
月
山
崎

一
O
名
、
年
聞
を
通
じ
て
遠
近
の
符
は
、
新

閣
に

．

M
m
村
士
口
祥
院
の
中
興
秀
則
上
人
が
或
夜
、
拶

一
号
訪
ね
、
或
は
紅
茶
狩
り
に
と
、
客
室

冨
身
I

L

－－
内
一

に
神
人
現
わ
れ
給
い
、
我
れ
鳥
帽
子
一
線
の

一
は
湖
円
以
の
感
況
を
見
、
上
流
上
野
挟
は
、

－P
J
i
地

語

、
即
ち
布
施
谷
小
川
源
泉
守
護
神
一
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て

指

定

さ
れ
、
叉
、

左
上
1
小
川
釦
im－－
湯
全
策

な
り
、

心
な
き
余
人
の
霊
泉
の
け
が
す
事

一刷
日
曲
、
由
民
岳
え
の
笠
山
口
で
も
あ
る

右
｜
｜
岩
風
昌

J
．、
，
：・：
，
、
f
J
E－－－〈
－
Y
〉

三くよ－－－
f
lr，
、
f
f
・－－

Ji
－－
i
f
－t
i？
－L
J
〉
九
f
t

越
中
産
物
志
に

山
崎
村
領
、
小
川
と
云
う
処
に
温
泉
あ
ノ

・
り
。
相
気
、
打
傷
、
切
郷
、
小
癒
等
を
治
J

一
す
。
と
記
さ
れ
て
あ
り
。

’

一
宮
永
元
年
の
上
途
書
に
〈
二
五
二
年
前
〉

ヘ

小
川
の
上
流
、
山
峡
の
誌
に
旬
ま
れ
た
一
全
の
為
、
元
の
場
所
に
復
し
て
今
日
に
至

一

小
川
温
泉
、
山
崎
村
償
の
内
に
あ
り
、

へ

す
が
朝
日
町
が
天
下
に
誇
る
、
唯

一
の
混
一
っ
た
。

湯
の
掃
出
量
、
実
に

一
息
夜
四
千

一湯
本
、
泊
保
村
、
次
郎
友
エ
門
と
見
え
て
γ

氏
、
小
川
郡
山
米
は
文
化
五
年
〈
一
五

O
年
石
と
云
わ
れ
る
、
技
が
制
日
町
唯
一

つ
の

い
る
。
又

V

前
ぱ
の
頃
、
加
民
同
念
沢
成
修
策
の
川
寸
損
以
で
あ

る

。

実

永

十

四

年

調

窃

に

ー

伐
出
し
の
こ
と
を
薄
主
よ
り
命
ぜ
ら
れ
た

O

O

O

小
川
温
来
、
山
崎
村
倒
の
内
に
あ
り
、

r

三
位
組
の
十
付
、
伊
東
一
時
好
（
彦
問
郎
）

一

さ
て
、
此
の
小
川
市
来
は
何
時
の
時
代

－
何
年
以
前
よ
り
出
来
た
も
の
か
、
年
数
不
〈

が
、
小
川
祖
泉
の
湯
元
、
薬
師
山
の
山
統

一
に
発
見
せ
ら
れ
た
込
の
で
あ
ろ
う
か
。

明
、
小
川
佐
越
道
渡
り
揃
よ
り
湯
本
迄
道
（

き
で
あ
る
見
部
山
の
殺
体
に
わ
け
入
っ
て
天
文
二
年
（
四
二
五
年
前
）
の

一
程
二
盟
十
八
了
程
、
と
記
ぎ
れ
て
い
る
。
れ

良
材
を
伐
り
出
し
、
こ
れ
を
金
沢
に
送
つ

一
ゴ
、

直
圃
圃

－

元
蹴
十
三
年
〈
二
五

五

年

前

）

の

ー

た
。
そ
の
功
労
に
依
っ
て
、
彦
四
郎
は
笠

マ

闘

関

一
句
活
躍
崎
県
に
、

セ
よ
り
、
小
川
前
米
有
下
賜
せ
ら
れ
た
。
一

で

醐

回

一

小
川
の
湯
に
入
侍
る
明
、

以
来
、
伊
東
家
の
所
有
と
し
て
、
平
係
相

一

圃
圃

一
鍋
か
け
て
、

粗
い

よ

2
2、
古

）

継
レ
で
、
温
泉
の
経
営
に
当
っ
て
来
た
。
－

・

・

一
・：
：
：

以
上
、
越
中
史
徴
よ
り
・

と
こ
ろ
が
、
明
治
四
十
五
年
七
月
二
十

二

圃

圃

一

こ
れ
等
か
ら
推
考
し
て
大
体
四
百
二
三
ハ

臼
、

警
の
た
め
に
、

小

川

だ
惜
し
、

↑

i
週

一
十
作
以
前
よ
り
既
に
小
川
況

は

髭

atu

小
川
楓
決
は
薬
師
堂
を
局
し
て
全
部
流
川

一

q

wI

一
し
て
入
湯
肴
に
院
誕
の
進
歩
し
て
い
な
い
刈

の
災
厄
J
V
」
こ
う
な
っ
た
。
大
正
一

一年
、
旧

一

一

均

一時
代
に
そ
の
袋
一蹴
が
感
謝
さ
れ
て
い
た
よ
（

泊
町
の
現
在
の
積
地

へ
引
湯
、
大
正
三
年

一

三
慰

一
う
で
あ
る
。

－H

よ
り
開
湯
し
て
株
式
組
織
と
な
っ
て
、
途

一

一躍一

一

面

一

0

0

0

叫

中
、
株
式
の
組
続
に
於
て
変
化
は
あ
る
が
一

揖

一

今
日
に
至
っ
た
。

一

一

．

－

小
川
温
米
薬
師
堂
の
縁
起
を
ひ
も
ど
い
ρ

元
山
闘
は
流
出
後
、
｛
子
作
符
に
於
て
二一二

一

七

一
て
見
る
と

年
間
開
業
し
て
レ
た
が
、
引
川
則
被
制
不
完

一

一

後
水
尾
天
阜
の
御
代
元
和
二
年
ハ
一
一
一回

）
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組
写
真
説
明

国

：の ：

詩

越
路
の
山
河
は

新
緑
に
包
ま
れ
て

日
も
あ
や
に
、

初
夏
の
日
光
が
、

さ
ん
／
t
lと
聞
の

面
に
降
り
そ
ミ
く

、と
k
J
J

、
良
夫
は
汗
と
泥

に
ま
み
れ
て
、

一

番
、
二
番
、
＝
一番

と
出
の
慈
と
句
に

精
が
出
る
。

土
中
か
ら
目
覚

め
た
、
か
え
る
は

あ
の
国
聞
か
ら
、

此
の
国
聞
か
ら
、

鳴
き
始
め
、
何
時

の
間
に
か
団
関
交

響
楽
が
奏
で
ら
れ

る
。ル

ト
J
刷
出
＋

ι
、

7
1
』

物風~ 写土郷

草

川
り

と

良
夫
の
斤
の
鍔
力
に
、

す
く
／
＼
と
の
び
て
行
〈
。



(2) 

六
月
三
日
を
以
て
参
醗
院
競
員
二
五

0
．

名
の
内
そ
の
半
数
の
一
一
一
五
名
の
任
期
が

満
了
レ
た
の
で
、
来
る
七
月
八
日
に
そ
の

通
常
選
挙
が
執
行
さ
れ
る
。

一
一
一
五
名
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る

地
方
区
，
七
五
名

全

国

区

五

O
名

計

一
一
一
五
名

こ
の
選
挙
こ
そ
、
多
様
院
の
霊
前
女
性
を

十
二
分
に
臨
撤
し
て
無
植
す
る
こ
と
な
く

真
に
公
明
に
行
い
皮
い
も
の
で
あ
る
。

回
参
搬
院
の
倍

。
殺
醗
院
と
め
酔
眼
院

我
が
凶
の
凶
会
は
、
衆
限
院
と
診
眠
院

昭和31年 6月15日発行ひさあ号

と
の
二
院
か
ら
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

を
両
院
制
父
は
二
院
制
と
い
L
、
枇
界
の

く
に
ぐ
に
の
多
く
は
、
こ
の
阿
院
制
を
と

っ
て
お
り
ま
す
。

ph

aノ
ミ
リ
り
己
羽
吋

店
M
E
南
山r
駅
わ
午
叩

両
院
制
の
特
む
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
レ
ま
す
。

川刊凶
会
で
行
う
誠
快
は
早
川
県
な
国
務
℃

す
が
、
ど
れ
を

一
院
だ
け
で
寸
る
よ
り

も
二
院
で
し
た
方
が
念
入
り
に
悦
距
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

制
一
院
の
諭
識
が
、
時
と
し
て
行
き
過

ぎ
に
な
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

他
の
一
院
が
こ
れ
を
級
和
し
、
動
制
し

10 第

さ議 れがて民 ＠
れ民地る、参栴を参怠るて：
ては方こ三議成代 議議こ．
い一選と年院さ表 院院と国
る0ti＼に 毎護れ す識のが会
。0棋な に 員てる員構で の
人民うそのお選は成~畿
でーての任り挙衆 る決
計冗ぃ 半 期まさ議 ζ を
ニO る数はすれ負． と公
五人 。ず 、 0 t.こと 。正
C 、 つ六議問 な
入金が年負織 も
で岡改でをに の
栴選選あも全 と
成出さるつ困 す

! 八三七五
！ 日 目 白 同 日 町
！施町六町泊臨会町会町庁五 一
！殿様織地時議鵡内 i時
l主！司会 月会区 ll!J 会 会期1月 ’m

i娯総 lf.fi政醗文 1ik長 ロ
務工業会！事林会 ロ！蚤 71<＇.？｝ 、、餓 －

l員陸員 総建

！審査会 宮警
！内 会 同同

消 委 委
防 員員

回
選
挙
権
鉱
強
の
眠

7月 8日 （日）

議

、記
kょ

」一望L

貝

挙－

行

院供議

常

参

通

明
治
二
十
三
一
年
に
始
め
て
行
わ
れ
た
家

議
院
議
員
の
逝
般
の
と
舎
は
、
直
盛
岡
税

十
五
円
以
上
を
納
め
満
二
十
五
才
以
上
の

男
子
だ
け
が
選
挙
権
を
も
っ
て
い
た
の
で

そ
の
総
数
は
四
十
五
万
八
百
五
十
二
人
に

泊
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
何
川
と
な
く
改

正
さ
れ
て
、
大
正
十
四
年
に
納
税
の
貸
出
仰

の
制
限
が
て
つ
ば
い
さ
れ
昭
和
二
十
年
に

現
在
の
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

昭
和
二
十
一
年
の
年
令
尚
二
十
才
以
上

の
有
権
者
総
数
は
突
に

三
千
六
百
八
十
七
万
八
千
四
百
二
十
人

と
な
っ
た
の
で
す
。

誌

回
公
明
選
挙
運
動
の
髄

選
診
は
私
等
が
わ
た
く
し
た
ち
の
代
表

者
を
逃
ぶ
こ
と
で
す
か
ら
、
自
分
自
身
の

意
志
に
従
っ
て
、
自
由
に
選
ぶ
と
い
う
こ

と
は
当
撚
な
こ
と
で
す
。

し
か
し
わ
た
く
し
た
も
の
な
か
に
は
、

「
あ
の
人
に
た
の
ま
れ
た
か
ら
」

「
あ
の

人
に
義
国
が
あ
る
か
ら
L

と
レ
う
よ
う
な

こ
と
で
候
補
者
の
人
格
や
良
識
を
み
き
わ

め
ず
に
投
架
を
す
る
人
が
あ
り
ま
す
。

本
来
選
挙

ι、
義
国
と
か
人
情
と
い
う

よ
う
な
古
い
考
え
方
や
、
長
い
も
の
に
は

巻
か
れ
ろ
式
の
思
想
な
打
破
っ
て
、
わ
た

く
し
た
も
自
ら
の
個
性
を
尊
重
す
る
と
い

号
考
え
方
の
も
と
に
生
れ
た
の
で
す
。
で

す
か
ら
こ
の
よ
う
な
古
い
考
え
方
で
投
票

す
る
と
し
た
ら
選
挙
を
す
る
意
味
は
な
く

な
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
滋
挙
を
す
る
に
あ

た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
す
る

こ
と
が
必
製
で
し
ょ
う
か
。

川
刊
先
ず
闘
と
か
地
方
と
か
の
政
治
を
よ

〈
見
る
必
製
が
あ
り
ま
す
。
現
在
ど
の

よ
う
な
政
鮪
の
も
と
に
政
治
が
行
わ
れ

て
し
る
か
、
も
し
、
欠
点
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
服
図
に
な

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

制
的
の
選
挙
の
隙
当
選
し
た
人
々
は
、

採
し
て
わ
た
く
L
た
ち
の
意
志
を
反
映

し ま突 い 稲ど う肱てでくすみいく断に
く七す 現判と しで 。のみすし 。んろ必をは以りめ 個政問絡例代し
行月。さ断のあ、部 者まかた政ない要す平上まて人見付コは候表て
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てに こつにとぞ人しう生生前し方りとらう く会 、、での名を ！民土挙員会 一山議対あ挙査校
下に とてしもれ h あ c活活にあ法まが政 な 見 、経選しかに符 l世E病管研 管的院事さ管 関
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準 え明すうち射し、一治 り＇） ＼，、まめ養正す 必ど会開挙 i攻 よし i会監 楽法務会員 等
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い
れ
の
管
理

。
「
畠阿
国
姐
り
」

六
月
中
旬
か
ら
七
月
中
旬
に
は
稲
の
附
牧

に
大
き
な
彪
叫
怖
を
与
へ
る
月
で
あ
る
。

部
活
や
生
産
組
合
別
に
一
日
を
賢
し
共
に

揃
っ
て
青
田
廻
旬
を
E
U
い
稲
作
そ
研
究
し

合
う
の
も
決
し
て
無
駄
で
は
な
い
。
普
か

ら
お
や
じ
の
足
跡
で
欣
益
が
左
お
さ
れ
る

と
一五
わ
れ
る
。
共
同
し
て
背
出
の
災

mに

つ
い
て
研
究
す
る
事
が
大
切
で
あ
る
。
田

植
後
の
天
候
の
経
過
、
稲
の
草
丈
の
仲
び

株
掛
り
の
良
し
躍
し
、
稲
の
色
、
病
虫
害

の
有
無
な
ど
父
一
同
秘
肥
の
可
否
と
量
、

土
用
干
の
時
期
と
程
度
、
水
の
か
け
ひ
き

病
虫
害
の
防
除
な
ど
こ
れ
か
ら
の
色
A

の

対
策
が
立
て
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る

O
「
有
効
分
ケ
ツ
と
無
効
分
ケ
ツ
」

稲
の
分
撲
を
し
て
生
れ
た
韮
は
全
部
砲
を

出
す
取
は
殆
ん
ど
な
レ
何
本
か
は
枯
れ
て

し
も
う
、

生
長
し
て
加
を
出
す
分
州
出
札
乞
む

効
分
必
と
い
う
、
悶
ナ
〈
分
似
し
た
も
の
は

布
効
分
川
県
と
な
り
、
お
そ
く
分
保
し
た
も

の
は
無
効
分
般
に
な
り
払
い
、
川
航
後
苗

が
活
着
す
る
と
分
保
を
初
め
る
が
分
燃
の

一
零
時
m
ん
な
時
期
は
普
通
（
中
性
）
は
六

月
末
頃
で
あ
る
．
分
般
の
終
る
時
期
は
品

棚
、
施
肥
晶
、
回
航
の
時
期
、
そ
の
年
の

天
候
な
ど
に
よ
っ
て
災
な
る
が
普
通
（
中

生
）
で
は
七
月
中
頃
で
あ
る
。
早
生
は
こ

れ
よ
り
早
＼
肥
料
が
多
い
開
場
合
国
航
時

期
が
お
そ
い
場
合
、
天
候
の
思
い
鴻
合
は

こ
れ
よ
り
も
お
く
れ
る
、
分
爆
の
終
期
は

分
秦
数
の
一
番
多
い
時
で
こ
の
時
期
が
分

撲
の
最
高
期
に
当
り
こ
の
時
期
を
過
ぎ
る

主
無
効
分
療
は
枯
れ
て
行
く
の
で
茎
の
数

は
だ
ん
ん
＼
へ

っ
て
行
く
。
何
時
頃
迄
に

出
た
分
撲
が
穂
を
出
す
か
則
ち
有
効
分
由
来

が
終
る
時
期
は
こ
れ
も
や
は
り
条
件
に
よ

り
一
が
い
に
は
云
え
な
い
が
出
穂
前
四

O

ひさあ号10 第(3) 

日
開
制
迄
と
見
て
良
い。

。
強
努
分
ケ
ツ
と
弱
触
割
分
ケ
ツ

川
相
し
た
一
株
の
稲
を
制
べ
て
み
る
と
大

き
な
他
小
さ
な
秘
と
い
ろ
い
ろ
で
あ
る。

同
じ
有
効
分
峻
で
も
大
き
な
胞
を
つ
け
る

分
撲
と
小
さ
な
秘
を
つ
け
る
分
県
が
あ
る

大
き
な
秘
を
つ
け
る
、
勢
の
強
い
分
叫
刊
を

強
勢
分
撲
と
い
L
小
さ
な
砲
を
よ
・1
ゃ
く

加
す
様
な
勢
の
弱
い
分
擦
を
弱
勢
の
分
段

と
い
う
、
一

穂
に
三

C
t四
O
粒
し
か
っ

け
な
い
織
な
い
わ
ゆ
る
オ
タ
レ
穂
は
鼠
努

分
撚
の
中
で
も
勢
の
弱
レ
小
さ
な
分
脱
出
で

あ
ゐ
、
桁
・向
の
あ
け
る
の
が
お
く
れ
分
泌

が
多
い
様
で
あ
る
の
に
牧
産
し
て
見
る
と

思
っ
た
よ
り
牧
抗
が
す
く
な
レ
と
い
う
例

が
あ
る
。
弱
勢
分
撲
が
多
し
の
に
原
肉
し

てし
V

る
強
勢
分
擦
を
多
く
す
る
為
に
は
制

の
体
育
を
促
進
さ
せ
与
く
分
史
さ
せ
る
市
中

が
大
切
で
あ
る
。
扶
泌
さ
せ
な
い
様
に
す

る
こ
と
で
あ
る
＠
稲
が
お
そ
出
来
に
な
る

と
別
勢
分
般
に
な
る
。

。
土
用
干

有
効
分
保
終
則
を
泊
，
ぎ
て
分
収
川
以
前
則
頃

に
一
た
ん
水
b
E
十
治
し
て
悶
が
訓
れ
な
レ
程

度
に
回
干
し
を
す
る
。
こ
れ
を
土
川
千
し

と
レ
う
の
で
あ
る
。
旭日
の
稲
は
十
月
の
木

又
は
十
一

月
に
刈
以
っ
た
の
で
土
川
に
干

し
た
ら
良
い
の
で
あ
っ
た
か
ら
土
川
干
し

の
言
拡
が
出
来
た
．
今
は
八
刀
米
引
入
は
九

月
上
旬
に
刈
取
る
の
で
あ
る
か
ら
六
月
米

か
ら
七
月
上
旬
に
こ
の
土
川
千
を
し
て
欲

し
い
。
土
問
干
し
の
時
期
は
品
簡
に
依
り

異
な
る
の
は
勿
論
で
ゆめる。

土
用
千
し
で

分
効
分
棄
の
出
る
の
を
お
さ
・
え
る
叉
土
壌

中
へ
酸
素
が
よ
く
入
り
根
の
伸
び
を
助
け

有
効
分
嘆
の
割
合
を
多
〈
す
る
。

土
用
干

し
を
す
る
と
一

時
的
に
は
多
少
の
塗
棄
が

逃
げ
る
が
あ
と
で
水
を
入
れ
と
る
肥
料
費

分
が
出
て
来
る
の
で
穂
肥
を
施
し
た
械
な

勤
米
が
あ
る
。

土
用
干
し
を
す
る
と
土
を

川
め
る
の
で
稲
の
倒
伏
を
防
ぐ
取
に
役
立

つ
と
共
に
ヒ
エ
以
り
な
ど
に
問
の
中
へ
入

っ
て
も
稲
の
棋
を
ふ
み
切
る
事
が
少
な
く

な
ゐ
し
又
駄
に
な
っ
て
水
は
け
が
良
く
な

る
。

。
止
車

以
後
の
煎
似
り
な
此
刊
と
い
う
。
幼
秘
形

成
則
に
な
っ
て
か
ら
同
に
は
い
っ
て
草．取

り
を
行
い
稲
の
取
を
切
る
の
は
よ
く
な
い

止
草
に
手
以
り
で
行
う
の
は
・
民
い
。

。
幼
穏
の
形
成

こ
れ
迄
聞
に
附一
状
に
広
が
っ
た
生
育
を
し

て
来
た
稲
が
今
度
班
立
の
形
に
な
っ
て
草

丈
が
仲
び
初
め
色
が
少
し
さ
め
て
来
る
。

稲
が
仲
長
期
に
入
っ
た
の
で
あ
る
、
そ
し

て
廷
の
地
ぎ
わ
が
丸
く
回
く
な
り
僅
か
に

仲
び
た
節
の
上
に
一

1
二
日
制
の
小
さ
な
穂

が
生
丸
る
こ
の
時
を
幼
稿
形
成
期
と
い
う

稲
の
ほ
と
ん
ど
が
七
月
の
う
ち
に
幼
穂
形

成
期
に
な
る
。

政
林
一
号
、
総
坂
五
分
、
早
千
葉
制
等
の

早
生
は
七
月
二
日
明
幼
秘
形
成
制
と
な
る

O
稲
娯
病
の
防
除

川
の
病
引
い
で
H
．
以
も
恐
し
い
の
は
い
も
ち
り
削

で
あ
る
。
附
和
二
十
七
年
二
十
八
年
の
凶

作
の
臥
悶
は
い
も
ち
梢
で
あ
っ
た
、
こ
の

病
気
は
稲
の
張
、
科
の
飾
、
制
川
町
、
枝
担

等
の
部
分
に
発
生
す
る
そ
し
て
抑
制
的
の
部

位
に
佐
っ
て
誕
い
も
も
、
ふ
し
い
も
ち
、

防
相
首
レ
も
ち
、
校
制
い
も
ち
絡
に
呼
ば
れ

て
い
る
。

。
病
虫
容
の
形
眠

い
ず
れ
の
場
合
も
荊
以
は
同
じ
も
の
で
あ

る
、
こ
の
病
菌
は
閣
総
、
担
子
割
、
胞
子

の
三
大
別
さ
れ
る
、
胞
子
が
瓜
に
飛
来
し

て
稲
の
前
記
部
位
に
附
着
し
発
芽
し
て
ま

ず
附
着
器
つ
い
で
穿
入
糸
を
出
し
稲
を
貫

通
し
て
組
織
内
に
穿
入
し
菌
糸
を
拡
げ
る

菌
糸
に
没
さ
れ
た
部
分
の
稲
の
細
胞
は
死

滅
す
る
の
で
そ
こ
に
病
班
が
出
来
る。

胞
子
の
発
芽
は
摂
氏
二
十
四
皮
か
ら
二
十

八
度
の
温
度
で
最
も
多
く
発
坐
す
る
、
空
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子 み子

川 谷吉山小九
上 口田崎河史
勝 な尚康琴妊
之 ぎ史樹美美

さ

山
崎長

津
都
子

死

・亡
〈
四
月
〉

宮
崎
ョ岩

谷
与
松
米
谷
み
よ

笹
川

－

折
谷
常
次
郎

泊
武
田
源
蔵
河
村
よ
き

舘

貞

作

高

田

ス

ベ

五
箇
庄

西
村
啓
子

大
家
庄

松
原
す
て
古
沢
字
之
助

山
崎辻

す

ど

長

津

好

信

出
生
（
五
月
）

水
島
信
子

笹
川竹

内
揮
久

こ
の
間
企
凶
で
交
通
安
全
運

動

が

行

わ

れ

泊

て
い
た
の
で
学
校
代
表
と
し
て
他
校
の
お

一

吉
江
俊

之

山

口
美
智
子
山
岸
千
賀

友
述
と

一
し
ょ
に
、
町
の
交
通
じ
よ

う

た

又

自
転
車
二
人
乗
り
が
多
い
の
に
お
ど
ろ
一
子
古
工
敏
則
稲
思
虚
子
岡
本
尚

い

を

見

る

た

め

パ

ス

に

の

っ

て

出

か

け

ま

き

ま

し

た

o
だ
か
ら
変
通
事
一
肢
を
ふ
ぜ
ぐ

一

子

東

i
邦
子

し
た
。

に

は

道

巾

を

広

く

真

す

ぐ
な
道
を
こ
し
ら
一

・2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

ま

ず

泊

郵

便

同

前

か

ら

南

え

小

川

橋

ま

で

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

が

、

な

る

だ

け
道
一

外

地

引

傷

者

の

皆

さ

ん

へ

い
ぎ
ま
し
こ
o

こ
じ
ゃ
ま
に
な
る
物
を
お
か
な
い
こ
と
。

一

泊
の
町
の
判
土
門
店
切
な
の
で

F
Aが
注

で

釦

で

遊

ん

だ

り

、

と

び

だ

し

た

り

、

自

転

一

厚
生
省
令
第
十
三
号
に
よ
り
外
地
引
揚

、
1
レ
役
げ
ん
い
ど
い

t

二

利

l
i

l

i

l－
－

l
！

I

l

l
e－
－

－

！

l

i－
－

J
車
の
二
人
乗
り
な
一
者
（
軍
人
、
軍
属
を
除
く
、
但
し
外
地
召

t
・
こ
o

－

…

ど

し

な

い

こ

と

を

一
集
の
者
は
含
ま
れ
る
）
は
在
外
事
実
調
査

休
日
日
開
山

一
正
し
い

徹
夫
一汁
日
目
立
法
鳩
山
訪
日
削
除
れ

A
引

く
土
隅
と
日
隅
が
多

↑

↑

か
と
思
い
ま
し
た

一
又
は
左
記
調
査
員
に
舵
出
し
て
下
さ
し
。

い
と
か
い
で
あ
っ
た

ul
－
－
－

l
・1
・1
・1

・l
・l
・1
0

一

記

一

の
は
、
こ
う

し

て

道

で

組

ん

で

い

る

か

ら

泊

第

一
区
間
部
者
治
波
間
蔦
次
郎

一

だ

と

思

っ

た

。

泊

第

二

区

加

脳

陣

広

大

平

米

政

一

ふ
み
切
で
パ
ス
が
此
っ
た
。
今

汽

取

の

通

泊

第

三

区

川
久
保
古
太
郎
愛
場
賢
二
一

る

時

間

で

は

な

い

の

に

め

ん

ど

う

だ

な

あ

大

平

勝

雄

一

！
と
思
っ
て
い
た
が
、

モ
ー
タ
ー
ヵ
！
な

山

根

仙

之

助

ど

い

つ

泊

る

か

わ

か

ら

な

い

と

聞

い

て

そ

金

子

菅

松

う

だ

や

っ

ぱ

り

一

度

止

ま

り

さ

え

・

す

れ

ば

西

田

不

二

夫

安

全

な

の

だ

と

瓜

っ

た

。

長

谷

現

疎

い

つ

も

は

う

っ

か

り

し

て

い

た

が

軒

町

の

秀

永

二

太

造
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必
ず
屋
内
ヘ

田
村
百
貨
店
の
前
の
道
が
せ
ま
く
パ
ス
が

通
り
に
く
レ
の
で
、
あ
あ
こ
れ
だ
か
ら
こ

こ
で
よ
く
事
故
が
お
き
る
の
．た
と
思
っ
た

。
橋
の
所
で
一二
分
．く
ら
い
休
ん
で
境
方
…
聞

に
む
か
つ
た
。

こ
の
道
は
と
て
も
い
半
が
多
く
溜
り
新
出
と

沼
山
を
つ
な
ぐ
同
道
だ
が
せ
ま
く
て
す
れ

ち
が

4
の
が
た
レ
へ
ん
だ
。

父

通

五
節
庄
小
学
校

官
阿

-1 ... ノ、

い
じ

宮
崎
で
は
パ
ス
が
通
る
と
子
供
が
と
び
だ

し
て
き
た
り
、
道
で
干
物
を
こ
し
ら
え
た

り
し
て
い
る
の
を
見
て
凶
っ
た
も
の
だ
と

思
っ
た
。

境
の
方
は
道
が
ま
が
り
く
ね
っ
て
向
う
か

ら
く
る
取
が
わ
か
ら
ず
、
き
ゅ
う
に
で
て

き
て
．ふ
っ
か
ら
な
い
か
と
、
ひ
や
ひ
や
し

た。境
小
学
校
ま
で
い
っ
て
か
え
り
ま
し
た
が

朝
日
町
の
人
口
動
態

会
二
・
四
・

主）

生
（
四
月
）

根
建
広
行

尾
崎
佐
堅
治

魚
津
直
子

魚
津
純
子

山
本
保
太
郎

長
井
美
也
子

小
坂
宣
久

藤
田
喜
美
子

右
側
通
行
し
て
い
る
大
人
は
い
な
か
っ
た

。
旧

－
ま
だ
ま
だ
私
た
ち
が
気
の
つ
か
な
か
っ
た

こ
と
で
日
頃
う
っ
か
り
し
て
い
た
こ
と
に

反
省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

い
A

友
述
と
も
っ
と
考
え

て
交
通
務
故
を
お
こ
さ
な

い
よ
う
に
児
沼
会
で
も
話

L
合
い
た
い
と
思
い
ま
し

た。

－山南宣告・ i立
時保 箇 崎

庄

3 
4 

南
保山

本
京
子
竹
内
正
彦

長

谷

修

近

藤

秀

子

犬
家
庄

住

吉

忍

伊

藤

滋

子

山
崎

一

大
蔵
幸
子
長
津
突
子

一
野
中永

井
久
斐
子
小
林
佳
代
子

死
亡
（
五
月
）

宮
崎水

島
は
る
浜
田
清
逮
河
内
い
と

泊
永
井
の
ぷ
大
菅
す
が

南
保山

本
京
子
高
沢
い
と
江
淵
栄
造

大
森
ひ
で

大
家
庄

伊
藤
ひ
な
藤
田
登
美
子

山
口
勝
義

山
崎目

附
久
次
郎

野
中舟

本
宗
次

舟
木
つ
よ

山
本
美
代
氏

川
上
香
代
子

潜
水
平
苗

初
出
由
美
子

稲
村
和
美

坂
口
米
次
郎

金
森
す
み
百
石
美
恵
子

大
道
か
ず
子
小
松
半
平

野大
中家

庄

高住
田 吉
正消－
nリー

ti吾妻季司

参
議
院
に
於
け
る
乱
闘
を
幕

切
れ
に
、
今
次
園
会
は
、
肝
心

の
小
選
挙
区
決
案
を
審
議
来
了

に
、
そ
し
て
参
議
院
議
員
の
通

常
選
挙
：
：
・
・
・
・
・
：
・
。

保
守
、
革
新
の
対
決
、
裁
断

を
下
す
も
の
は
、
我
々
岡
民
で

あ
る
。

朝
日
町
の
職
員
研
修
が
侮
土
艇
に
仔
わ

一れ
て
い
る
。
暑
さ
の
刷
、
ね
む
気
も
さ
す

一
こ
と
、だ
ろ
う
が
、
勉
強
オ
サ
ノ
ヘ
怠
り
な

一
い
忠
僕
に
敬
意
を
設
す
る
。


